
　

京

浜

新

聞

販

売

組

合

（

真

野

正

治

組

合

長

＝

読

売

・

生

田

稲

田

堤

）

は

５

月

�

日

、

令

和

８

年

定

時

総

会

が

終

了

し

た

あ

と

、

８

年

度

の

役

員

担

務

を

決

定

し

た

。

役

員

担

務

は

以

下

の

通

り

。

〈

倉

橋

〉

　

◆

令

和

８

年

度

京

浜

組

合

役

員

担

務　

▽

組

合

長

＝

真

野

正

治

（

読

売

・

生

田

稲

田

堤

）

▽

副

組

合

長

〈

日

販

協

出

向

〉

＝

古

川

哲

也

（

日

経

・

横

浜

）

▽

副

組

合

長

＝

長

坂

博

明

（

東

京

・

戸

手

鹿

島

田

）

金

原

真

（

朝

日

・

和

田

町

）

▽

事

務

局

長

＝

寺

越

満

（

読

売

・

港

北

Ｎ

Ｔ

つ

づ

き

）

▽

会

計

＝

細

谷

和

広

（

毎

日

・

潮

田

本

町

）

　

▽

総

務

公

正

委

員

長

＝

大

石

基

裕

（

朝

日

・

東

神

奈

川

）

▽

総

務

公

正

委

員

＝

長

坂

博

明

（

東

京

・

戸

手

鹿

島

田

）

▽

折

込

委

員

長

＝

猪

瀬

国

康

（

読

売

・

港

南

西

部

）

▽

折

込

委

員

＝

渡

邉

敏

幸

（

産

経

・

潮

田

生

麦

京

町

）

▽

組

合

報

委

員

長

＝

新

野

巧

（

東

京

・

子

母

口

）

▽

組

合

報

委

員

＝

佐

藤

真

也

（

朝

日

・

鷺

沼

）

▽

地

域

貢

献

・

す

べ

教

委

員

長

＝

永

戸

啓

文

（

読

売

・

鹿

島

田

）

▽

地

域

貢

献

・

す

べ

教

委

員

＝

金

原

真

（

朝

日

・

和

田

町

）

真

野

組

合

長

　

京

浜

新

聞

販

売

組

合

の

令

和

８

年

定

時

総

会

は

５

月

�

日

、

横

浜

市

西

区

の

ホ

テ

ル

プ

ラ

ム

で

開

か

れ

た

。

今

年

は

役

員

改

選

期

で

、

野

田

猛

徳

組

合

長

（

朝

日

・

綱

島

）

が

退

任

し

、

新

組

合

長

に

は

真

野

正

治

副

組

合

長

（

読

売

・

生

田

稲

田

堤

）

が

就

任

し

た

。

　

定

時

総

会

は

金

原

真

事

務

局

長

（

朝

日

・

和

田

町

）

の

司

会

で

進

行

。

　

冒

頭

、

日

頃

か

ら

京

浜

組

合

の

活

動

に

理

解

を

示

す

横

浜

市

議

会

の

仁

田

昌

寿

市

議

（

公

明

党

）

、

川

崎

市

議

会

の

河

野

忠

正

市

議

（

同

）

が

そ

れ

ぞ

れ

あ

い

さ

つ

し

た

。

　

古

川

哲

也

副

組

合

長

（

日

経

・

横

浜

）

の

開

会

の

辞

の

あ

と

、

永

年

勤

続

�

年

表

彰

者

（

平

成

�

年

独

立

）

の

坂

田

潔

所

長

（

朝

日

・

能

見

台

）

と

大

石

基

裕

所

長

（

朝

日

・

東

神

奈

川

）

を

野

田

組

合

長

が

表

彰

し

た

。

　

野

田

組

合

長

は

、

顕

彰

し

た

２

人

に

さ

ら

な

る

活

躍

を

要

望

し

た

あ

と

、

「

昨

年

は

横

浜

市

、

川

崎

市

で

３

回

の

選

挙

が

あ

っ

た

。

な

か

に

は

ス

ケ

ジ

ュ

ー

ル

的

に

タ

イ

ト

な

選

挙

公

報

の

配

布

も

あ

っ

た

が

、

配

布

の

カ

バ

ー

率

は

ア

ッ

プ

し

た

。

今

年

は

目

立

っ

た

選

挙

は

な

い

が

、

来

年

４

月

に

は

統

一

地

方

選

挙

が

あ

る

。

さ

ら

な

る

カ

バ

ー

率

ア

ッ

プ

を

目

指

そ

う

」

と

述

べ

た

。

学

校

図

書

館

図

書

整

備

計

画

に

つ

い

て

は

「

先

ほ

ど

あ

い

さ

つ

し

た

２

人

の

市

議

ら

が

バ

ッ

ク

ア

ッ

プ

し

て

く

れ

て

、

川

崎

市

で

も

導

入

が

決

ま

っ

た

」

と

報

告

。

一

方

で

、

厳

し

い

折

込

事

情

に

言

及

。

「

系

統

を

超

え

た

意

見

交

換

な

ど

で

解

決

を

目

指

そ

う

」

と

呼

び

か

け

た

。

　

司

会

の

金

原

事

務

局

長

が

「

組

合

員

総

数

１

７

１

人

、

出

席

者

�

人

、

委

任

状

１

３

５

人

で

、

過

半

数

を

超

え

て

い

る

の

で

総

会

は

成

立

す

る

」

と

宣

言

し

た

あ

と

、

議

長

に

就

き

議

事

に

。

　

野

田

組

合

長

が

令

和

７

年

度

事

業

報

告

、

細

谷

和

広

会

計

（

毎

日

・

潮

田

本

町

）

が

７

年

度

決

算

報

告

、

８

年

度

予

算

案

、

米

田

月

彦

会

計

監

査

（

朝

日

・

山

手

山

元

町

）

が

監

査

報

告

を

そ

れ

ぞ

れ

行

い

、

満

場

一

致

で

承

認

さ

れ

た

。

　

「

多

く

の

皆

さ

ん

に

支

え

ら

れ

て

２

年

の

任

期

を

全

う

で

き

た

」

と

謝

辞

を

述

べ

た

野

田

組

合

長

が

「

次

の

組

合

長

は

輪

番

で

読

売

の

番

で

あ

る

。

４

月

�

日

に

行

わ

れ

た

理

事

・

相

談

役

会

で

真

野

副

組

合

長

の

昇

格

が

承

認

さ

れ

た

」

と

報

告

。

了

承

さ

れ

た

。

　

真

野

新

組

合

長

は

「

先

達

は

『

紙

が

あ

れ

ば

全

て

が

解

決

す

る

。

神

様

は

乗

り

越

え

ら

れ

な

い

試

練

は

与

え

な

い

』

と

言

っ

た

。

何

か

問

題

が

起

き

た

時

、

組

合

長

と

し

て

解

決

に

努

力

す

る

が

、

皆

さ

ん

の

協

力

が

必

要

で

あ

る

」

と

あ

い

さ

つ

し

た

。

　

真

野

組

合

長

が

令

和

８

年

度

出

向

役

員

を

紹

介

（

別

掲

）

し

た

あ

と

、

金

原

事

務

局

長

が

来

賓

の

神

奈

川

新

聞

社

読

者

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

局

・

猪

狩

良

二

販

売

部

長

を

紹

介

し

た

。

　

猪

狩

部

長

は

「

最

近

、

わ

が

業

界

に

は

良

い

こ

と

が

な

い

。

世

界

情

勢

を

み

て

も

石

油

関

連

の

商

品

（

ビ

ニ

ー

ル

等

）

が

大

き

な

影

響

を

受

け

て

い

る

。

こ

れ

か

ら

梅

雨

を

迎

え

る

の

で

心

配

で

あ

る

。

京

浜

組

合

は

様

々

な

こ

と

に

着

手

し

て

い

る

。

選

挙

公

報

の

配

布

で

も

カ

バ

ー

率

を

ア

ッ

プ

し

て

い

る

し

、

学

校

図

書

館

図

書

整

備

計

画

で

も

川

崎

市

が

４

月

か

ら

導

入

を

決

定

し

た

。

今

回

、

組

合

長

が

交

代

し

た

が

、

新

組

合

長

の

も

と

さ

ら

に

盛

り

上

げ

て

ほ

し

い

」

と

要

請

し

た

。

　

三

好

智

和

幹

事

（

読

売

・

保

土

ケ

谷

星

川

）

が

「

新

聞

業

界

の

現

状

は

厳

し

い

。

だ

が

、

こ

れ

か

ら

も

新

人

所

長

は

出

て

く

る

。

彼

ら

が

�

年

～

�

年

で

き

る

環

境

を

整

え

よ

う

」

と

閉

会

の

辞

を

述

べ

た

。

〈

倉

橋

〉

　

◆

京

浜

組

合

令

和

８

年

度

出

向

役

員

　

▽

川

崎

読

売

会

・

真

野

正

治

（

生

田

稲

田

堤

）

▽

川

崎

読

売

会

・

永

戸

啓

文

（

鹿

島

田

）

▽

横

浜

北

部

読

売

会

・

寺

超

満

（

港

北

Ｎ

Ｔ

つ

づ

き

）

▽

横

浜

南

部

読

売

会

・

猪

瀬

国

康

（

港

南

西

部

）

▽

京

浜

朝

日

会

・

大

石

基

裕

（

東

神

奈

川

）

▽

京

浜

朝

日

会

・

佐

藤

真

也

（

鷺

沼

）

▽

横

浜

南

部

朝

日

会

・

金

原

真

（

和

田

町

）

▽

神

奈

川

県

毎

日

会

・

細

谷

和

広

（

潮

田

本

町

）

▽

神

奈

川

県

産

経

会

・

渡

邉

敏

幸

（

潮

田

生

麦

京

町

）

▽

神

奈

川

県

東

京

会

・

新

野

巧

（

子

母

口

）

▽

神

奈

川

県

東

京

会

・

長

坂

博

明

（

戸

手

鹿

島

田

）

▽

神

奈

川

県

日

経

会

・

古

川

哲

也

（

横

浜

）

白

井

会

長

　

千

葉

県

連

合

読

売

会

（

白

井

敬

二

会

長

＝

千

葉

南

部

・

五

井

）

の

第

�

期

総

会

は

５

月

�

日

、

千

葉

市

中

央

区

の

Ｔ

Ｋ

Ｐ

ガ

ー

デ

ン

シ

テ

ィ

千

葉

で

開

か

れ

た

。

　

総

会

は

目

黒

勤

副

会

長

（

千

葉

北

部

・

我

孫

子

天

王

台

）

の

司

会

で

進

行

。

峠

大

樹

副

会

長

（

千

葉

南

部

・

姉

ケ

崎

）

が

開

会

を

宣

言

し

た

。

　

白

井

会

長

は

「

昨

年

の

総

会

で

佐

藤

白

鳳

（

政

敏

前

会

長

＝

千

葉

東

部

・

勝

田

台

）

か

ら

引

き

継

い

で

１

年

が

経

過

し

た

。

至

ら

な

い

こ

と

が

多

か

っ

た

と

思

う

が

、

協

力

し

て

い

た

だ

き

感

謝

し

て

い

る

。

各

地

区

会

の

総

会

も

終

了

し

、

全

員

が

留

任

し

た

。

各

地

区

会

長

、

各

地

区

役

員

の

皆

さ

ん

に

は

引

き

続

き

倍

旧

の

協

力

を

お

願

い

す

る

」

と

あ

い

さ

つ

し

た

。

　

千

葉

県

連

合

読

売

会

の

陣

容

は

、

京

葉

地

区

（

�

店

＝

�

人

）

、

千

葉

北

部

地

区

（

�

店

＝

�

人

）

、

千

葉

中

部

地

区

（

�

店

＝

�

人

）

、

千

葉

東

部

地

区

（

�

店

＝

�

人

）

、

千

葉

南

部

地

区

（

�

店

＝

�

人

）

の

総

数

１

７

４

店

、

構

成

員

数

１

０

２

人

と

な

っ

て

い

る

。

　

司

会

の

目

黒

副

会

長

は

「

本

日

の

出

席

者

は

過

半

数

を

超

え

て

い

る

の

で

、

本

総

会

は

成

立

す

る

」

と

宣

言

し

た

。

　

議

長

は

各

地

区

の

副

会

長

か

ら

選

出

さ

れ

る

の

が

慣

例

で

、

今

回

は

千

葉

北

部

読

売

会

・

森

剛

士

副

会

長

（

南

流

山

）

が

選

出

さ

れ

、

議

事

に

。

　

城

築

武

志

副

会

長

（

京

葉

・

三

咲

）

が

�

期

事

業

報

告

、

根

本

立

人

副

会

長

兼

会

計

幹

事

（

千

葉

中

部

・

実

籾

）

が

決

算

報

告

・

�

期

予

算

案

、

久

保

大

智

会

計

監

査

（

京

葉

・

西

船

橋

北

部

）

が

会

計

監

査

報

告

を

そ

れ

ぞ

れ

行

い

、

満

場

一

致

で

承

認

さ

れ

た

。

　

会

長

選

任

で

は

、

森

議

長

が

「

さ

る

４

月

�

日

に

開

催

さ

れ

た

会

長

会

で

白

井

会

長

の

続

投

が

要

請

さ

れ

た

」

と

報

告

。

満

場

一

致

で

了

承

さ

れ

た

。

　

続

投

と

な

っ

た

白

井

会

長

は

、

各

地

区

会

長

で

千

葉

県

連

合

読

売

会

副

会

長

５

人

の

１

年

間

の

活

躍

ぶ

り

を

激

賞

。

今

後

の

さ

ら

な

る

躍

進

を

要

望

し

た

。

続

け

て

「

Ｗ

Ｂ

Ｃ

の

準

決

勝

で

ベ

ネ

ズ

エ

ラ

に

負

け

た

時

、

大

谷

翔

平

選

手

は

『

優

勝

以

外

は

失

敗

』

と

語

っ

て

い

た

。

千

葉

県

も

昨

年

は

失

敗

だ

っ

た

。

人

は

失

敗

し

た

時

、

失

敗

し

た

理

由

を

考

え

る

こ

と

が

で

き

る

。

成

功

し

た

時

に

成

功

し

た

理

由

を

分

析

す

る

人

は

そ

れ

ほ

ど

い

な

い

。

昨

年

の

失

敗

を

反

省

し

、

残

り

１

日

１

日

を

大

切

に

し

、

取

り

組

ん

で

い

こ

う

。

�

月

に

は

年

間

目

標

を

目

指

す

。

力

一

杯

生

き

て

、

力

一

杯

働

い

て

�

月

目

標

達

成

を

実

現

し

よ

う

。

年

間

目

標

は

難

し

い

数

字

だ

が

、

お

互

い

に

助

け

合

っ

て

快

挙

を

目

指

そ

う

。

日

本

は

古

来

固

有

の

文

化

を

守

り

、

和

を

尊

び

家

族

や

社

会

が

助

け

合

い

な

が

ら

発

展

し

て

き

た

。

千

葉

県

連

合

読

売

会

に

は

先

人

が

互

い

に

助

け

合

い

、

切

磋

琢

磨

し

な

が

ら

幾

多

の

困

難

を

乗

り

越

え

て

き

た

歴

史

が

あ

る

。

先

人

に

学

び

わ

れ

わ

れ

も

果

敢

に

挑

戦

し

よ

う

」

と

あ

い

さ

つ

し

た

。

〈

倉

橋

〉

　

◆

千

葉

県

連

合

読

売

会

令

和

８

年

度

役

員

　

▽

会

長

＝

白

井

敬

二

（

千

葉

南

部

・

五

井

）

　

▽

副

会

長

〈

会

計

幹

事

兼

Ｓ

Ｈ

・

販

売

戦

略

担

当

〉

＝

城

築

武

志

（

京

葉

・

三

咲

）

▽

同

〈

プ

ロ

セ

ー

ル

ス

担

当

〉

＝

根

本

立

人

（

千

葉

中

部

・

実

籾

）

▽

同

〈

企

画

開

発

担

当

〉

＝

館

坂

民

和

（

千

葉

東

部

・

ゆ

り

の

き

高

津

）

▽

同

〈

労

務

担

当

〉

＝

峠

大

樹

（

千

葉

南

部

・

姉

ケ

崎

）

▽

同

〈

総

務

担

当

兼

青

年

部

担

当

〉

＝

目

黒

勤

（

千

葉

北

部

・

我

孫

子

天

王

台

）

　

▽

会

計

監

査

＝

吉

野

博

文

（

千

葉

南

部

・

袖

ケ

浦

）

久

保

大

智

（

京

葉

・

西

船

橋

北

部

）

　

▽

顧

問

＝

佐

藤

政

敏

（

千

葉

東

部

・

勝

田

台

）

Ｎ

Ｒ

―

Ｘ

来場した販売店所長に、ＮＲ―Ｘの

説明をする内藤氏（左から２人目）

　

【

令

和

８

年

度

山

梨

組

合

役

員

】

▽

理

事

長

＝

五

味

晃

（

甲

府

市

）

▽

副

理

事

長

＝

川

上

明

彦

（

甲

府

市

）

、

土

屋

喜

司

（

韮

崎

市

）

、

一

瀬

敦

（

市

川

三

郷

町

）

、

丸

山

俊

夫

（

中

央

市

）

▽

専

務

理

事

＝

曽

根

敏

夫

（

山

梨

市

）

▽

理

事

＝

白

川

常

満

（

甲

府

市

）

、

外

山

雅

通

（

富

士

吉

田

市

・

上

吉

田

）

、

加

藤

広

（

上

野

原

市

）

、

杉

本

雅

司

（

大

月

市

）

、

川

上

祐

二

（

笛

吹

市

）

、

飯

塚

弘

（

笛

吹

市

）

、

古

屋

敏

弘

（

甲

府

市

）

、

三

枝

久

人

（

韮

崎

市

）

、

三

井

広

一

（

北

杜

市

）

、

渡

辺

次

朗

（

南

ア

ル

プ

ス

市

）

、

笠

井

甲

午

郎

（

身

延

町

）

、

岡

田

達

也

（

甲

斐

市

）

、

熊

王

鉄

也

（

南

部

町

）

、

田

中

豊

（

笛

吹

市

）

　

五

味

理

事

長

あ

い

さ

つ

　

雨

天

、

雷

鳴

轟

く

中

で

の

ご

参

集

、

感

謝

申

し

上

げ

る

。

厳

し

い

業

界

と

重

な

る

天

候

だ

が

、

上

が

ら

な

い

雨

は

な

い

、

明

け

な

い

夜

は

な

い

と

言

わ

れ

る

。

我

々

も

そ

れ

ら

を

胸

に

し

っ

か

り

取

り

組

ん

で

参

り

た

い

。

　

当

組

合

は

日

販

協

支

部

も

兼

ね

る

。

日

販

協

ス

ロ

ー

ガ

ン

の

「

法

改

正

で

�

日

以

上

の

連

続

勤

務

禁

止

に

、

休

刊

日

月

２

回

の

実

現

を

目

指

そ

う

！

」

は

、

特

に

山

間

部

を

抱

え

る

山

梨

県

が

切

望

す

る

も

の

。

日

販

協

の

目

的

達

成

の

た

め

に

も

支

部

と

し

て

役

割

を

果

た

し

た

い

。

日

販

協

関

東

地

区

本

部

総

会

が

６

月

�

日

、

甲

府

市

で

開

催

さ

れ

る

。

皆

様

の

ご

協

力

を

お

願

い

し

た

い

。

ま

た

前

田

・

専

務

理

事

か

ら

地

元

の

群

馬

県

新

聞

販

売

組

合

で

実

践

す

る

外

国

人

奨

学

生

制

度

を

紹

介

を

い

た

だ

く

。

今

後

の

山

梨

県

組

合

の

議

論

・

活

動

に

生

か

し

た

い

。

　

現

在

、

各

地

区

、

各

系

統

の

総

会

が

行

わ

れ

る

時

期

。

業

界

紙

を

読

む

と

、

我

々

と

同

様

に

他

団

体

で

も

様

々

な

課

題

に

直

面

し

て

い

る

と

実

感

す

る

。

難

局

打

破

に

は

、

画

一

的

な

取

り

組

み

で

は

な

く

特

色

が

必

要

。

山

梨

組

合

は

県

内

�

人

の

所

長

の

う

ち

�

人

が

加

入

。

組

織

率

�

％

を

誇

る

系

統

を

超

え

た

組

織

。

組

合

員

の

声

が

反

映

さ

れ

た

特

色

あ

る

取

り

組

み

を

果

た

し

て

い

き

た

い

。

　

岩

城

会

長

あ

い

さ

つ

　

山

梨

組

合

は

五

味

理

事

長

の

下

、

実

効

性

の

高

い

活

動

が

展

開

さ

れ

て

い

る

。

各

地

で

ク

マ

被

害

が

多

発

し

、

先

日

甲

府

市

で

も

目

撃

情

報

が

あ

っ

た

と

聞

く

。

ク

マ

に

限

ら

ず

動

物

に

よ

る

事

故

が

な

い

よ

う

安

全

を

祈

念

す

る

。

上

野

原

町

で

の

山

火

事

も

記

憶

に

新

し

い

。

温

暖

化

の

影

響

が

顕

著

に

な

り

、

こ

れ

か

ら

気

温

・

湿

度

が

上

昇

す

る

季

節

。

熱

中

症

重

症

化

対

策

な

ど

、

十

分

な

安

全

対

策

を

お

願

い

し

た

い

。

　

日

販

協

事

業

の

重

点

施

策

を

述

べ

る

。

ま

ず

は

公

益

社

団

法

人

と

し

て

の

事

業

の

柱

で

あ

る

「

す

べ

て

の

教

室

へ

新

聞

を

」

運

動

。

山

梨

県

で

は

現

行

実

施

校

は

な

い

が

、

『

す

べ

教

』

運

動

は

�

年

が

経

過

し

、

改

善

要

望

も

あ

り

、

今

期

か

ら

よ

り

授

業

活

用

を

前

提

と

す

る

、

学

校

か

ら

の

希

望

に

基

づ

く

精

度

を

上

げ

る

見

直

し

を

行

っ

た

。

若

年

層

に

対

す

る

、

新

聞

と

の

接

点

づ

く

り

に

有

効

な

運

動

に

発

展

す

る

と

確

信

す

る

。

　

次

に

賃

金

上

昇

に

つ

い

て

。

一

昨

年

、

新

聞

協

会

に

最

低

賃

金

の

上

昇

を

反

映

し

た

取

引

価

格

の

要

望

書

を

提

出

。

昨

年

�

月

に

高

市

政

権

が

発

足

し

、

成

長

戦

略

が

一

層

明

確

に

な

り

、

今

年

も

最

低

賃

金

が

昨

年

並

み

高

水

準

上

昇

と

な

れ

ば

、

こ

の

４

年

間

で

�

％

以

上

の

上

昇

と

な

る

。

ま

た

今

年

１

月

か

ら

「

下

請

法

」

が

改

正

さ

れ

、

「

取

適

法

」

（

中

小

受

託

取

引

適

正

化

法

）

が

施

行

。

政

府

か

ら

各

事

業

団

体

に

対

し

て

、

受

・

発

注

側

と

も

賃

上

げ

原

資

確

保

の

取

引

価

格

の

協

議

に

臨

む

よ

う

通

達

さ

れ

た

。

こ

れ

は

各

新

聞

社

、

各

系

統

で

の

交

渉

と

な

る

が

、

建

設

的

に

取

り

上

げ

て

い

た

だ

き

た

い

。

　

そ

し

て

休

刊

日

。

今

年

は

�

年

ぶ

り

の

労

働

基

準

法

改

定

が

予

定

さ

れ

る

。

高

市

政

権

の

下

、

裁

量

労

働

制

の

議

論

が

さ

れ

て

お

り

、

改

正

の

タ

イ

ミ

ン

グ

は

伸

び

て

い

る

が

、

最

長

連

続

勤

務

日

数

が

�

日

か

ら

�

日

に

大

幅

に

短

縮

さ

れ

る

改

正

は

濃

厚

。

日

販

協

で

は

休

刊

日

増

設

の

ス

ロ

ー

ガ

ン

を

掲

げ

る

。

特

に

山

間

地

域

で

の

休

刊

日

し

か

休

み

が

な

い

実

情

も

あ

る

。

再

販

制

度

は

全

国

津

々

浦

々

、

同

じ

経

済

的

負

担

で

の

新

聞

購

読

が

前

提

。

サ

プ

ラ

イ

チ

ェ

ー

ン

・

コ

ン

プ

ラ

イ

ア

ン

ス

が

社

会

課

題

に

な

り

、

全

国

の

新

聞

配

達

網

が

コ

ン

プ

ラ

イ

ア

ン

ス

に

触

れ

る

労

務

関

係

の

上

に

あ

る

と

す

れ

ば

、

解

決

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

課

題

で

あ

る

。

　

新

聞

協

会

の

調

査

で

、

新

聞

販

売

所

で

�

歳

以

上

の

従

事

者

が

半

数

以

上

と

い

う

結

果

が

示

さ

れ

た

。

近

い

将

来

、

人

手

不

足

に

陥

る

構

造

的

な

懸

念

に

日

販

協

と

し

て

は

、

政

府

の

外

国

人

雇

用

の

特

定

技

能

制

度

の

対

象

産

業

分

野

に

と

所

管

官

庁

に

相

談

し

て

い

る

。

今

後

、

実

情

を

取

り

ま

と

め

て

働

き

か

け

て

い

く

が

、

国

内

の

人

材

確

保

に

最

大

限

の

努

力

を

尽

く

し

て

い

る

か

、

生

産

性

向

上

や

合

理

化

努

力

を

尽

く

し

て

い

る

か

、

そ

れ

ら

課

題

が

当

局

か

ら

示

さ

れ

て

い

る

。

労

務

環

境

の

現

状

は

非

承

認

の

判

断

材

料

に

な

り

、

労

務

コ

ン

プ

ラ

イ

ア

ン

ス

、

賃

上

げ

原

資

の

確

保

は

そ

の

面

か

ら

も

重

要

課

題

で

あ

る

。

　

今

後

も

課

題

に

向

き

合

い

、

新

聞

の

媒

体

価

値

と

新

聞

販

売

所

の

存

在

意

義

向

上

に

努

め

る

の

で

、

ご

支

援

を

お

願

い

申

し

上

げ

る

。

五

味

理

事

長

齋

藤

委

員

長

代

理

岩

城

会

長

　

創

業

�

周

年

を

迎

え

た

プ

レ

ッ

シ

オ

（

東

京

都

港

区

・

大

谷

貴

志

社

長

）

は

４

月

�

日

と

５

月

１

日

の

２

日

間

、

日

本

ト

ー

タ

ー

グ

リ

ー

ン

ド

ー

ム

前

橋

（

群

馬

県

前

橋

市

）

で

、

イ

ン

サ

ー

タ

ー

機

「

Ｎ

Ｒ

―

Ｘ

」

（

丁

合

機

能

搭

載

）

の

展

示

イ

ベ

ン

ト

を

開

い

た

。

　

Ｎ

Ｒ

―

Ｘ

は

、

折

込

広

告

を

差

し

込

む

イ

ン

サ

ー

タ

ー

機

能

と

、

チ

ラ

シ

束

を

つ

く

る

丁

合

機

能

、

さ

ら

に

リ

フ

タ

ー

の

役

割

ま

で

１

台

で

こ

な

す

新

型

複

合

機

で

、

省

力

化

補

助

金

の

対

象

に

も

な

っ

て

い

る

。

定

価

約

６

５

０

万

円

に

対

し

て

、

３

０

０

万

円

弱

の

補

助

金

が

出

る

た

め

、

全

国

の

販

売

店

所

長

の

あ

い

だ

で

関

心

を

集

め

て

い

る

。

　

イ

ン

サ

ー

タ

ー

と

丁

合

機

を

別

々

に

導

入

す

る

場

合

と

比

べ

て

も

、

投

資

負

担

を

抑

え

や

す

い

水

準

で

あ

り

、

丁

合

機

単

体

の

購

入

よ

り

安

く

な

る

ケ

ー

ス

も

想

定

さ

れ

る

。

補

助

金

申

請

に

つ

い

て

は

、

販

売

店

の

負

担

軽

減

の

た

め

に

、

プ

レ

ッ

シ

オ

が

万

全

の

サ

ポ

ー

ト

体

制

を

整

え

て

い

る

。

　

ま

た

、

同

機

は

「

人

手

不

足

」

「

コ

ス

ト

増

」

と

い

う

販

売

店

の

課

題

に

応

え

る

マ

シ

ン

と

し

て

位

置

付

け

ら

れ

て

い

る

。

中

入

れ

作

業

に

関

わ

る

人

員

の

削

減

も

可

能

で

、

配

達

ス

タ

ッ

フ

を

配

達

に

専

念

さ

せ

る

こ

と

で

、

業

務

の

役

割

分

担

が

明

確

に

な

り

、

現

場

の

負

担

軽

減

が

期

待

で

き

る

。

　

Ｎ

Ｒ

―

Ｘ

へ

の

反

響

は

２

０

２

５

年

４

月

の

発

売

以

降

、

全

国

で

着

実

に

広

が

っ

て

い

る

。

同

年

７

月

の

東

京

都

中

央

区

、

９

月

の

茨

城

県

土

浦

市

、

�

月

の

愛

知

県

名

古

屋

市

、

�

年

３

月

の

千

葉

県

鎌

ケ

谷

市

な

ど

で

開

催

し

た

展

示

イ

ベ

ン

ト

に

は

多

く

の

販

売

店

所

長

が

参

加

し

、

慢

性

的

な

人

手

不

足

の

解

消

策

と

し

て

注

目

を

浴

び

た

。

全

国

に

あ

る

プ

レ

ッ

シ

オ

の

各

営

業

所

が

連

携

し

て

Ｎ

Ｒ

―

Ｘ

の

有

用

性

を

訴

え

て

い

る

。

　

各

地

で

の

体

験

会

で

は

、

多

く

の

所

長

が

シ

ン

プ

ル

な

操

作

性

、

正

確

な

稼

働

、

静

音

性

に

優

れ

た

作

動

音

、

そ

し

て

コ

ン

パ

ク

ト

な

サ

イ

ズ

感

を

確

認

し

、

「

自

店

の

作

業

現

場

に

置

い

た

場

合

」

を

具

体

的

に

イ

メ

ー

ジ

し

な

が

ら

検

討

を

進

め

て

い

る

。

人

手

が

集

ま

り

に

く

い

時

代

に

既

存

ス

タ

ッ

フ

を

守

り

、

将

来

の

人

材

を

呼

び

込

む

た

め

の

「

次

の

一

手

」

と

し

て

、

Ｎ

Ｒ

―

Ｘ

は

販

売

店

経

営

の

有

力

な

選

択

肢

と

な

り

つ

つ

あ

る

。

　

前

橋

イ

ベ

ン

ト

を

担

当

し

た

プ

レ

ッ

シ

オ

北

関

東

営

業

所

の

内

藤

大

輔

氏

は

「

作

業

場

が

狭

く

て

困

っ

て

い

る

と

い

う

所

長

は

、

メ

ジ

ャ

ー

を

持

参

し

て

Ｎ

Ｒ

―

Ｘ

の

サ

イ

ズ

を

測

り

、

店

内

の

レ

イ

ア

ウ

ト

を

イ

メ

ー

ジ

し

て

い

ま

し

た

。

実

際

、

Ｎ

Ｒ

―

Ｘ

導

入

を

機

に

、

店

内

の

レ

イ

ア

ウ

ト

を

従

業

員

が

働

き

や

す

い

よ

う

に

変

更

し

た

所

長

も

い

ま

す

」

と

イ

ベ

ン

ト

を

振

り

返

り

、

「

Ｎ

Ｒ

―

Ｘ

は

、

１

・

５

畳

の

ス

ペ

ー

ス

に

収

ま

る

の

で

、

作

業

場

の

狭

さ

で

悩

ん

で

い

る

所

長

は

、

従

業

員

の

た

め

に

も

一

度

試

し

て

み

て

い

た

だ

き

た

い

で

す

実

店

舗

で

の

デ

モ

も

随

時

受

け

付

け

て

い

ま

す

」

と

自

信

を

見

せ

た

。

　

■

補

助

金

対

象

機

種

拡

充

　

今

春

、

プ

レ

ッ

シ

オ

の

自

動

丁

合

機

「

Ｎ

Ｒ

―

Ｓ

２

」

シ

リ

ー

ズ

が

、

中

小

企

業

省

力

化

投

資

補

助

金

（

カ

タ

ロ

グ

注

文

型

）

の

補

助

対

象

製

品

に

登

録

さ

れ

た

。

丁

合

速

度

を

向

上

さ

せ

た

「

Ｎ

Ｒ

―

Ｓ

２

」

シ

リ

ー

ズ

は

、

丁

合

機

の

入

れ

替

え

で

も

補

助

金

が

活

用

で

き

る

。

「

Ｎ

Ｒ

―

Ｘ

」

と

合

わ

せ

て

、

新

聞

販

売

店

の

ニ

ー

ズ

に

応

じ

た

機

種

の

選

択

が

可

能

に

な

っ

た

。

　

山

梨

県

新

聞

販

売

商

業

協

同

組

合

（

五

味

晃

・

理

事

長

）

の

「

第

�

回

定

期

総

会

」

が

�

日

、

甲

府

市

の

ベ

ル

ク

ラ

シ

ッ

ク

甲

府

で

開

催

さ

れ

た

。

　

来

賓

に

齋

藤

ま

な

・

山

梨

県

支

部

協

委

員

長

代

理

（

毎

日

新

聞

社

販

売

第

３

部

）

、

日

販

協

か

ら

岩

城

善

之

・

会

長

、

阿

部

正

一

・

関

東

地

区

本

部

長

、

前

田

賢

一

・

同

地

区

本

部

専

務

理

事

、

外

山

雅

通

・

同

地

区

本

部

常

任

相

談

役

、

山

崎

義

仁

・

参

事

、

ま

た

発

行

本

社

か

ら

駒

田

明

大

・

山

梨

日

日

新

聞

社

販

売

部

長

、

宮

川

和

也

・

朝

日

新

聞

社

販

売

第

５

部

次

長

、

美

之

口

順

平

・

産

経

新

聞

社

販

売

第

３

部

次

長

、

林

直

輝

・

読

売

新

聞

社

販

売

第

７

部

、

山

川

太

郎

・

日

経

新

聞

社

エ

リ

ア

セ

ー

ル

ス

ユ

ニ

ッ

ト

上

席

担

当

部

長

、

そ

し

て

山

梨

中

央

広

告

社

の

大

柴

拓

也

・

代

表

取

締

役

、

村

松

泰

明

・

取

締

役

統

括

ら

が

か

け

つ

け

た

総

会

は

、

組

合

員

ら

関

係

者

約

�

人

が

参

集

し

た

。

　

古

屋

敏

弘

・

理

事

が

司

会

を

務

め

た

総

会

は

、

一

瀬

敦

・

副

理

事

長

が

開

会

の

言

葉

を

述

べ

、

五

味

理

事

長

が

あ

い

さ

つ

。

　

冒

頭

、

長

年

に

わ

た

り

同

組

合

副

理

事

長

を

務

め

、

昨

年

逝

去

し

た

佐

藤

栄

一

所

長

（

山

梨

市

）

を

悼

み

、

新

所

長

と

し

て

引

き

継

い

だ

佐

藤

一

葉

夫

人

を

紹

介

。

そ

し

て

「

難

局

打

破

に

は

、

画

一

的

な

取

り

組

み

で

は

な

く

特

色

が

必

要

。

組

合

員

の

声

が

反

映

さ

れ

た

特

色

あ

る

取

り

組

み

を

果

た

し

て

い

き

た

い

」

（

詳

細

別

途

）

と

呼

び

か

け

た

。

　

議

事

で

は

熊

王

鉄

也

・

理

事

を

議

長

に

選

出

。

事

業

報

告

（

五

味

理

事

長

）

、

決

算

報

告

（

曽

根

敏

夫

・

専

務

理

事

）

、

会

計

監

査

報

告

（

田

中

豊

・

監

事

）

、

事

業

計

画

（

五

味

理

事

長

）

、

予

算

案

（

曽

根

専

務

理

事

）

が

審

議

さ

れ

、

承

認

さ

れ

た

。

　

来

賓

あ

い

さ

つ

で

は

、

欠

席

の

木

暮

進

一

・

支

部

協

委

員

長

（

毎

日

新

聞

社

販

売

３

部

部

長

）

の

言

葉

を

齋

藤

委

員

長

代

理

が

代

読

。

「

山

梨

県

の

新

聞

普

及

率

は

関

東

甲

信

越

地

区

に

お

い

て

非

常

に

高

い

数

字

。

中

東

情

勢

に

起

因

す

る

資

材

不

足

や

労

務

難

な

ど

、

先

行

き

が

見

通

せ

な

い

状

況

だ

が

、

同

業

者

が

一

致

団

結

し

て

解

決

に

向

か

わ

ね

ば

な

ら

な

い

。

協

調

あ

る

競

争

が

山

梨

県

の

発

展

性

を

担

保

す

る

。

皆

様

が

よ

り

一

層

、

強

い

絆

で

結

ば

れ

る

こ

と

を

祈

念

す

る

」

と

述

べ

た

。

　

続

い

て

大

柴

・

山

梨

中

央

広

告

社

代

表

取

締

役

が

、

「

今

な

お

、

地

域

に

直

接

情

報

を

届

け

よ

う

と

多

く

の

企

業

が

折

込

を

活

用

し

て

い

る

。

こ

れ

は

単

な

る

広

告

媒

体

で

は

な

く

、

折

込

が

地

域

を

支

え

る

大

事

な

生

活

情

報

と

い

う

評

価

。

こ

の

地

域

生

活

情

報

は

当

然

販

売

店

の

力

で

支

え

ら

れ

て

い

る

。

地

域

へ

の

責

任

感

と

継

続

す

る

力

こ

そ

、

販

売

店

の

最

大

の

価

値

だ

。

昨

年

度

も

増

進

チ

ラ

シ

の

配

布

、

甲

府

商

工

会

議

所

だ

よ

り

を

通

し

た

告

知

活

動

な

ど

、

組

合

と

折

込

広

告

振

興

策

に

取

り

組

み

、

売

上

げ

増

加

に

繋

が

っ

た

。

改

め

て

連

携

の

重

要

性

を

実

感

し

た

。

今

年

度

も

組

合

と

一

体

と

な

っ

た

折

込

振

興

策

に

取

り

組

み

、

折

込

価

値

向

上

と

市

場

活

性

化

に

取

り

組

ん

で

参

り

た

い

」

と

強

調

し

た

。

　

そ

の

後

、

日

販

協

の

岩

城

会

長

が

あ

い

さ

つ

。

ク

マ

被

害

へ

の

注

意

喚

起

や

熱

中

症

対

策

を

要

請

す

る

と

と

も

に

、

「

す

べ

協

」

運

動

、

賃

金

上

昇

、

休

刊

日

問

題

、

労

務

・

人

手

不

足

対

策

に

つ

い

て

複

合

的

に

述

べ

る

と

と

も

に

、

「

今

後

も

課

題

に

向

き

合

い

、

新

聞

の

媒

体

価

値

と

新

聞

販

売

所

の

存

在

意

義

向

上

に

努

め

る

」

と

訴

え

た

（

別

途

詳

細

）

。

　

ま

た

、

阿

部

本

部

長

が

「

本

日

参

加

の

外

山

雅

通

・

前

本

部

長

か

ら

地

区

本

部

長

を

引

き

継

ぎ

、

６

月

で

任

期

の

２

年

。

６

月

�

日

、

甲

府

市

で

皆

様

の

お

力

を

お

借

り

し

て

関

東

地

区

本

部

の

総

会

を

開

催

す

る

。

ご

協

力

を

お

願

い

し

た

い

。

昨

年

度

、

関

東

地

区

本

部

で

は

新

た

に

物

販

に

取

り

組

ん

だ

。

３

月

�

日

、

次

世

代

研

修

会

と

地

域

間

連

絡

会

と

の

合

同

会

議

の

場

で

、

『

い

い

も

の

通

信

』

の

㈱

山

貴

の

代

表

に

講

演

い

た

だ

い

た

。

関

東

地

区

本

部

で

は

販

売

店

の

リ

ス

ク

が

少

な

く

収

益

に

直

結

す

る

も

の

と

し

て

物

販

を

と

ら

え

て

い

る

。

関

東

地

区

本

部

の

会

員

数

は

昨

年

の

１

６

３

２

が

、

今

年

５

月

の

段

階

で

１

５

３

７

、

マ

イ

ナ

ス

�

。

全

国

本

部

も

同

様

に

減

少

傾

向

が

続

く

が

、

今

後

も

皆

様

の

意

見

を

反

映

さ

せ

な

が

ら

、

日

販

協

の

事

業

を

進

め

て

い

く

所

存

。

本

日

も

皆

様

か

ら

多

く

の

ご

意

見

を

伺

い

た

い

」

と

要

請

し

た

。

　

そ

し

て

前

田

・

専

務

理

事

は

「

私

が

所

属

す

る

群

馬

県

新

聞

販

売

組

合

で

の

外

国

人

奨

学

生

制

度

に

つ

い

て

話

を

し

た

い

」

と

述

べ

、

群

馬

県

独

自

の

取

り

組

み

を

紹

介

。

　

「

群

馬

組

合

で

は

令

和

６

年

�

月

、

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

チ

ー

ム

『

外

国

人

奨

学

生

制

度

委

員

会

』

を

発

足

。

昨

年

�

月

か

ら

外

国

人

奨

学

生

の

受

け

入

れ

を

始

め

た

。

そ

れ

ま

で

県

内

で

は

全

国

紙

専

売

店

の

奨

学

生

制

度

は

あ

る

も

の

の

、

人

手

不

足

に

悩

む

山

間

部

の

合

売

店

の

制

度

利

用

は

難

し

く

、

そ

の

打

開

策

と

し

て

組

合

独

自

の

奨

学

生

制

度

を

試

み

た

」

　

「

系

統

を

問

わ

ず

利

用

で

き

る

仕

組

み

が

大

前

提

の

群

馬

県

独

自

制

度

。

特

徴

と

し

て

、

ま

ず

組

合

が

学

費

支

弁

団

体

と

な

る

『

一

括

申

請

方

式

』

。

奨

学

生

一

人

当

た

り

年

間

�

万

円

の

学

費

を

通

常

は

販

売

店

が

一

括

し

て

支

払

う

が

、

組

合

が

学

費

支

弁

団

体

と

な

り

代

わ

り

に

建

て

替

え

て

支

払

う

制

度

。

販

売

店

は

月

額

５

万

円

の

分

割

払

い

が

可

能

に

な

り

、

経

済

的

負

担

の

平

準

化

を

実

現

し

た

。

次

に

地

方

の

実

情

に

適

応

し

た

独

自

制

度

。

そ

し

て

相

互

協

力

に

よ

る

手

厚

い

サ

ポ

ー

ト

体

制

で

あ

る

。

先

行

す

る

県

内

販

売

店

が

有

す

る

地

域

独

自

課

題

の

共

有

、

バ

イ

ク

免

許

・

外

免

切

り

替

え

問

題

な

ど

、

群

馬

県

固

有

の

事

情

を

踏

ま

え

た

効

果

的

対

応

が

可

能

に

な

っ

た

」

　

「

２

０

２

５

年

�

月

に

初

め

て

４

人

の

ミ

ャ

ン

マ

ー

人

留

学

生

を

、

２

０

２

６

年

４

月

に

さ

ら

に

６

人

の

ミ

ャ

ン

マ

ー

人

留

学

生

を

受

け

入

れ

た

。

今

年

�

月

に

は

７

人

の

ミ

ャ

ン

マ

ー

人

留

学

生

受

け

入

れ

を

予

定

す

る

。

現

在

、

県

内

６

校

の

日

本

語

格

好

と

提

携

し

、

合

売

店

に

限

ら

ず

、

朝

日

、

毎

日

、

読

売

な

ど

、

県

内

す

べ

て

の

販

売

店

が

受

け

入

れ

て

い

る

」

　

そ

し

て

「

群

馬

組

合

の

試

み

は

、

組

合

と

い

う

組

織

力

を

生

か

し

た

地

方

の

実

情

に

即

し

た

仕

組

み

づ

く

り

。

山

梨

県

で

も

人

材

確

保

や

組

織

運

営

な

ど

、

何

か

し

ら

の

ヒ

ン

ト

に

な

れ

ば

幸

い

」

と

語

っ

た

。

　

最

後

は

土

屋

喜

司

・

副

理

事

長

の

閉

会

の

辞

で

散

会

し

た

。

（３） 第６７７４号令和８年５月２０日（水曜日）
（第３種郵便物認可）


